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アンケート対応作業メモ 
 

二重線：削除 
強調，下線：追加 

 
 
 
通し番号 199 
ＨＰ番号 73 
4.2.6左折専用車線と直進・左折混用車線 

直進・左折混用車線における左折車両と直進車両との交通量の振り分け方 

＜対応方針：4.3 の例題で，車線別飽和度が等しくなる計算式を記述する．なお，例題 3 は直進・左折

混用車線と直進・右折混用車線が併設されていて，現実には望ましくないため削除する．＞ 
○作業の進捗状況 
新規提案 

 
 

（記述案） 

4.3 飽和交通流率の補正計算例 
 信号交差点の飽和交通流率を求めるには，その交差点の道路および交通条件のもとで 4.2に示す補正
値を用いて，飽和交通流率の基本値を補正する． 
 （中略） 

〔例題 3〕 
 以下の条件が与えられているものとして，飽和交通流率を算定する． 

〔解〕 
 (1) 第 1車線の飽和交通流率 
第 1車線は直進・左折混用車線である．左折車混入率 Lは， 

（中略） 
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〔例題 34〕 
例題 3に右折専用車線を設置し，右折専用現示を付加した場合である． 直進・左折混用車線および

直進車線に右折専用車線を設置し，右折専用現示を付加した場合である． 
 
〔解〕 
 例題 3 の流入部に右折専用車線および右折専用現示
を付加した場合について飽和交通流率を算定するもの

で，直進車は，運転者がより速く走行できる車線を選

択する特性の集積として，第１車線と第２車線におけ

る正規化交通量が等しくなるように配分する．また，

右折専用車線に対しては与えられた右折交通量が処理

できるかどうかを検討する． 
 (1) 第 1車線の胞和交通流率 
第 1 車線は直進・左折混用車線である．左折車混入
率 Lは， 
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 左折車混入による補正率αLTは，表 4-4-10で G=30秒，L=32%のときの値 0.79である．したがって，
第 1車線の飽和交通流率 S1は， 

153079.097.000.120001 =×××=S (台/青 1時間) 

      (車線幅員)(大型車)(左折車) 
 
 (2) 第 2車線の飽和交通流率 
 第 2車線は直進車線であるから，補正は車線幅員，大型車混入で行えばよい．すなわち，第 2車線の
飽和交通流率 S2は， 

)1/(194097.000.120002 時間青台=××=S   

      (車線幅員)(大型車) 
 
(1) 第 1車線の直進交通量 
第 1車線の直進交通量 Q1Tは，第１車線と第２車線における正規化交通量が等しくなる条件で，次式

により求められる． 

ここに，SB1と SB2は第１車線，第 2 車線の右・左折車混入以外の要因に対する補正済み飽和交通流
率，QTは直進交通量，QLは左折交通量である． 

 
 (2) 第１車線および第 2車線の正規化交通量 
 (1)で算定した第 1車線の直進交通量 Q1Tは，第１車線と第２車線における正規化交通量を等しくする

ので，計算が簡易な第 2車線の正規化交通量 q2を求め，当該流入部の正規化交通量とする． 

Q1T=
SB1QT-ELTSB2QL

SB1+SB2
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ここに，Qは当該流入部の合計交通量，QRは右折交通量である． 
 
 (3) 右折専用車線(右折専用現示のある場合)の検討 
右折専用車線の交通容量を算出し補正をした後，与えられた右折交通量が処理できるかどうかを検討

する．右折専用車線の交通容量 SRは，4.4.2式より 

(車線幅員)(大型車) 
SRに補正率を乗じると， 

したがって，右折交通量を処理することができる． 
 

 

 

 

 

【参考】 
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「平面交差の計画と設計」　－基礎編－　例題4
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Q-Q1T-QL-QR
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(1) 交通工学研究会編： 交通信号の手引き，p37, 1994. 

 

 

 


